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1.  平成24年6月期第3四半期の連結業績（平成23年7月1日～平成24年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年6月期第3四半期 42,554 6.8 1,829 84.4 1,839 73.2 781 125.9
23年6月期第3四半期 39,851 2.6 991 110.2 1,062 114.9 345 243.9

（注）包括利益 24年6月期第3四半期 936百万円 （182.6％） 23年6月期第3四半期 331百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年6月期第3四半期 45.72 ―
23年6月期第3四半期 20.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年6月期第3四半期 30,781 12,599 40.9
23年6月期 31,037 11,799 38.0
（参考） 自己資本   24年6月期第3四半期  12,599百万円 23年6月期  11,799百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年6月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
24年6月期 ― 4.00 ―
24年6月期（予想） 5.80 9.80

3.  平成24年6月期の連結業績予想（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 4.4 2,100 68.6 2,100 62.5 840 82.0 49.14



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】 
４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年6月期3Q 17,560,242 株 23年6月期 17,560,242 株
② 期末自己株式数 24年6月期3Q 467,622 株 23年6月期 467,570 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年6月期3Q 17,092,626 株 23年6月期3Q 17,092,674 株
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当第３四半期連結累計期間（平成23年7月1日～平成24年3月31日）におけるわが国経済は、前半に震災及びタイの

洪水の影響により大幅に落ち込んだものの、後半に徐々にプラス成長に転じ、現在、景気は総じて持ち直しの傾向

にあります。但し、消費者物価については、家電などを中心にデフレ圧力がなかなか払拭できず、マイナス基調が

続いております。今後は、昨今の復興需要の本格化や政府によるエコカー購入支援策が個人消費を下支えし始めた

こと、新興国経済の緩やかな回復による輸出の増勢が徐々に加速することが考えられることから、当面の間、景気

が大きく下ぶれる公算は小さいとされています。 

自動車業界においては、第２四半期連結累計期間における生産・販売の急回復に加え、当第３四半期連結会計期

間にタイの洪水による影響が薄れる中で実施されたエコカー補助金の復活、エコカー減税を受けて好調に推移しま

した。当第３四半期連結累計期間における国内新車の全メーカー合計の販売台数は前年同期比で115.5%(日本自動車

工業会統計データ)と大幅に増加しました。また、第２四半期連結累計期間までは、対前年で減少しておりました中

古車販売台数につきましても、当第３四半期連結累計期間においては前年同期比102.0%（日本自動車販売協会連合

会及び全国軽自動車協会連合会統計データ）と前年を上回るまでに伸張してきました。引き続き、中古車流通量減

少の慢性化による小売向け車両の不足傾向はみられるものの、永久抹消登録車台数の国内新車台数（国内メーカー+

海外メーカー）に対する割合が徐々に減少してきており、中古車流通量についても対前年で増加する傾向が見られ

始めました。 

こうした環境下で当社グループにおける自動車関連事業においては、新車輸送の売上高は前年同期比で増加、中

古車輸送においても、地域に密着した営業活動の結果、前年同期比で大幅に増加する結果となりました。一方、家

電エコポイント制度終了など外部環境が著しく変化した一般貨物事業及び雇用情勢が引き続き厳しいヒューマンリ

ソース事業においては、新規顧客開拓など挽回策を粘り強く実施した結果、売上高を対前年同期比で微増というレ

ベルにまで結果を押し上げることができました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高425億54百万円（前年同期比27億

2百万円の増収）、営業利益は18億29百万円（前年同期比8億37百万円の増益）、経常利益は18億39百万円（前年同

期比7億77百万円の増益）、四半期純利益は7億81百万円（前年同期比4億35百万円の増益）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

自動車の国内流通に関連する台数 単位：台

国内販売 平成22年7月～平成23年3月 平成23年7月～平成24年3月 前年比 

新車         

国内メーカー *1 3,443,707 3,978,412 115.5%

（うち日産自動車） *1 (462,311) (537,695) (116.3%)

海外メーカー *2 192,530 228,598 118.7% 

中古車         

乗用車 *3 2,934,262 2,941,995 100.3% 

軽自動車 *4 2,007,111 2,099,495 104.6% 

中古車計  4,941,373 5,041,490 102.0% 

永久抹消登録車 *3 330,857 270,164 81.7%

        

輸出 平成22年7月～平成23年3月 平成23年7月～平成24年3月 前年比 

国内メーカー新車 *1 3,626,590 3,891,040 107.3%

（うち日産自動車） *1 (520,826) (606,334) 116.4%

中古乗用車 *5 730,851 720,943 98.6% 

*1 日本自動車工業会統計より算出  *2 日本自動車輸入組合統計より算出  *3 日本自動車販売協会連合会統計より算出 
*4 全国軽自動車協会連合会統計より算出  *5 日本自動車販売協会連合会統計の輸出抹消登録台数より試算 
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①自動車関連事業 

当事業におきましては、当社の主要取引先であります日産自動車の国内販売台数は、第１四半期においては前

年同期を大幅に下回ったものの、第２四半期以降においては他メーカーを凌ぐ大幅な挽回をみせ、結果、国内新

車販売台数は537,695台、前年同期比116.3%（日本自動車工業会統計データ）となりました。これを受けて、当

社グループの新車輸送においても対前年で大幅な増収となりました。また、中古車販売台数が前年同期比102.0%

（日本自動車販売協会連合会及び全国軽自動車協会連合会統計データ）と国内新車と比較すると伸び悩んだ中、

地域に密着した営業活動の結果、当社グループの中古車輸送においては、対前年で大幅な増収となりました。コ

スト面では、整備事業をはじめとする非輸送事業における低採算事業の見直しなどの施策が、利益率向上に大き

く寄与し、売上高は317億29百万円(前年同期比108.5%)、セグメント利益は22億61百万円(前年同期比146.8%）と

なりました。円高による輸出車の減少や燃料価格高騰などのリスクをはらんだ状況下ではありますが、当面わが

国の消費の下支えに寄与するであろう国内自動車需要増の流れにのり、「グループ輸送戦力の増強」を新たな戦

略の柱におき、「中継輸送の削減」「自社輸送機材稼働率の向上」「コスト管理の意識付け」にも引き続き取り

組んでおります。 

②一般貨物事業 

当事業におきましては、家電エコポイント制度の終了、及び地上デジタル放送対応テレビへの切り替え需要の

終息により、主要取引先である家電量販店向けの取扱量が大幅に減少しましたが、石炭荷役売上の増加、及び他

商品の売上拡大に邁進した結果、売上高は50億72百万円(前年同期比101.1.%)となりました。セグメント利益

は、低採算事業の見直しの継続により、4億51百万円（前年同期比108.6%)となりました。 

③ヒューマンリソース事業 

当事業におきましては、景気回復の基調にのり、需要は少しずつ高まってきているものの、人材確保の面では

依然厳しい外部環境となっております。このような状況下、当社グループは収益性を重視した新規顧客開拓活動

及び人材採用活動を強化した結果、前年を上回る売上を確保することができ、売上高は58億69百万円(前年同期

比103.4%)となりました。セグメント利益につきましても、収益性を重視した営業拡大に加え、固定費削減、低

採算事業の見直しを継続し、2億60百万円(前年同期比117.8%）となりました。 

なお、上記セグメント別損益に含まれていない全社費用（当社の管理部門に係る費用）及びのれんの償却額等

は「３．四半期連結財務諸表（４）セグメント情報等」に記載の通り「調整額」の項目として計上しており、11

億44百万円となります。  
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ７億49百万円（6.0％）増加し、132億74百万円となりました。 

これは主に、受取手形及び売掛金が17億25百万円増加し、現金及び預金が８億23百万円、繰延税金資産が

２億43百万円それぞれ減少したことによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ10億４百万円（5.4％）減少し、175億７百万円となりました。 

これは主に、土地が３億69百万円、繰延税金資産が３億58百万円、のれんが２億46百万円それぞれ減少し

たことによります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ２億55百万円（0.8％）減少し、307億81百万円となりまし

た。 

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ11億68百万円（13.9％）増加し、95億84百万円となりました。 

これは主に、支払手形及び買掛金が10億96百万円増加したことによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ22億24百万円（20.6％）減少し、85億98百万円となりました。 

これは主に、長期借入金が20億7百万円、再評価に係る繰延税金負債が１億90百万円それぞれ減少したこ

とによります。 

この結果、負債は前連結会計年度末に比べ10億55百万円（5.5％）減少し、181億82百万円となりました。 

（純資産） 

純資産は、前連結会計年度末に比べ８億円（6.8％）増加し、125億99百万円となりました。 

これは主に、利益剰余金が６億４百万円、土地再評価差額金が１億99百万円増加したことによります。 

平成24年度６月期の連結業績予想につきましては、現時点では平成24年２月９日に公表いたしました連結業績予想

より変更はございません。 

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。  

   

（４）追加情報 

会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。  

  

法人税率の変更等による影響 

 「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律

第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」

（平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から

法人税率の引き下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.35％から平成24年７月１日に開始する連結会計年度から平成

26年７月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については37.72％に、平成27年７月１日に開

始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.34％となります。この税率変更により、繰延

税金資産は99百万円、繰延税金負債は21百万円、その他有価証券評価差額金は０百万円それぞれ減少し、法人税等

は76百万円増加しております。また、再評価に係る繰延税金負債は154百万円減少し、土地再評価差額金は同額増

加しております。   

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年６月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,957 4,134

受取手形及び売掛金 5,818 7,544

貯蔵品 79 80

繰延税金資産 705 461

その他 1,020 1,103

貸倒引当金 △56 △49

流動資産合計 12,525 13,274

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,702 3,567

機械装置及び運搬具（純額） 178 195

工具、器具及び備品（純額） 73 62

土地 8,758 8,389

リース資産（純額） 518 642

有形固定資産合計 13,231 12,858

無形固定資産   

のれん 2,466 2,219

その他 179 250

無形固定資産合計 2,645 2,469

投資その他の資産   

投資有価証券 548 565

長期貸付金 178 130

繰延税金資産 1,121 763

その他 894 860

貸倒引当金 △107 △141

投資その他の資産合計 2,634 2,178

固定資産合計 18,512 17,507

資産合計 31,037 30,781
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年６月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,899 3,996

短期借入金 700 700

1年内返済予定の長期借入金 1,969 1,846

未払法人税等 253 252

未払消費税等 225 257

賞与引当金 391 203

災害損失引当金 28 －

その他 1,945 2,328

流動負債合計 8,415 9,584

固定負債   

長期借入金 5,420 3,412

退職給付引当金 3,043 2,975

役員退職慰労引当金 346 366

繰延税金負債 79 57

再評価に係る繰延税金負債 1,279 1,088

資産除去債務 41 41

その他 611 656

固定負債合計 10,822 8,598

負債合計 19,238 18,182

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,390 3,390

資本剰余金 3,204 3,204

利益剰余金 6,280 6,884

自己株式 △152 △152

株主資本合計 12,722 13,326

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △9 △4

土地再評価差額金 △904 △705

為替換算調整勘定 △9 △17

その他の包括利益累計額合計 △923 △727

純資産合計 11,799 12,599

負債純資産合計 31,037 30,781
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 

 至 平成24年３月31日) 

売上高 39,851 42,554

売上原価 35,141 36,878

売上総利益 4,710 5,676

販売費及び一般管理費 3,718 3,847

営業利益 991 1,829

営業外収益   

受取利息 10 3

受取配当金 0 0

受取手数料 42 41

持分法による投資利益 96 13

その他 50 43

営業外収益合計 200 102

営業外費用   

支払利息 108 84

その他 21 7

営業外費用合計 130 91

経常利益 1,062 1,839

特別利益   

固定資産売却益 17 4

特別利益合計 17 4

特別損失   

固定資産売却損 0 99

固定資産除却損 5 6

ゴルフ会員権評価損 47 －

災害による損失 56 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 56 －

減損損失 － 27

その他 3 19

特別損失合計 169 152

税金等調整前四半期純利益 910 1,691

法人税等 563 910

少数株主損益調整前四半期純利益 346 781

少数株主利益 0 －

四半期純利益 345 781
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年７月１日 

 至 平成24年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 346 781

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3 5

土地再評価差額金 － 158

持分法適用会社に対する持分相当額 △10 △8

その他の包括利益合計 △14 155

四半期包括利益 331 936

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 331 936

少数株主に係る四半期包括利益 0 －
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該当事項はありません。   

    

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年７月１日 至平成23年３月31日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△1,185百万円には、全社費用△921百万円、のれんの償却額△264百万

円、セグメント間取引消去0百万円が含まれております。全社費用は報告セグメントに帰属しない

当社の管理部門に係る費用であります。  

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年７月１日 至平成24年３月31日）  

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△1,144百万円には、全社費用△898百万円、のれんの償却額△246百万

円、セグメント間取引消去0百万円が含まれております。全社費用は報告セグメントに帰属しない

当社の管理部門に係る費用であります。  

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

該当事項はありません。   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  
自動車関連
事業 

一般貨物事
業 

ヒューマン
リソース事
業 

計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）２ 

売上高                                    

外部顧客への売上高  29,204  4,994  5,653  39,851  －  39,851

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 28  22  21  71  △71  －

計  29,232  5,016  5,674  39,923  △71  39,851

セグメント利益  1,540  416  220  2,177  △1,185  991

  
自動車関連
事業 

一般貨物事
業 

ヒューマン
リソース事
業 

計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
（注）２ 

売上高                                    

外部顧客への売上高  31,696  5,055  5,801  42,554  －  42,554

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 33  16  67  117  △117  －

計  31,729  5,072  5,869  42,671  △117  42,554

セグメント利益  2,261  451  260  2,973  △1,144  1,829

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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